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９月22日、第56回広島県建設業労働災害防止大会を新日本造機ホール（呉市）において、広島労働局の後援の
もとに開催いたしました。
本大会には、阿部広島労働局長をはじめ、多くのご来賓の方々にご臨席いただき、また、広島県内各地より各
分会に所属する会員事業場及び関係団体の皆様のご協力を得て、約230名の方々に参加をいただきました。
大会では、濱井大会実行委員長（開催地の呉分会長）より『我々建設業に携わる者としての使命とその職務は、
企業倫理に基づいた技術を提供し、その対価を得ることであり、一番大切にしなければならないことは、「共に
働く人の命と健康を守る」ことです。』と力強い開会の言葉がありました。
檜山支部長は開会にあたり、『本日は、コロナ禍で２年連続開催中止をしました大会が、３年越しに呉市で12
年ぶりに開催することができました。開催地である呉市の新原市長、濱井呉分会長をはじめとする呉分会の皆様
に感謝申し上げます。
今年は、かつて経験したことがない規模の台風の日本縦断等の自然災害の発生により、各地の被害は激甚化、
頻発化しており、一層の国土強靭化が求められております。
我々建設業は、社会資本の整備、災害時の復旧活動の担い手として、社会的使命を果たしてまいりたいと思い
ます。
建設業の現状は、人手不足に加えて燃料や資機材の高騰等による厳しい経営環境に直面しています。建設業が
健全な産業として発展をして行くためには、すべての技術者、技能者、労働者が健康と安全で、末永く働ける労
働環境を確保して行くことが必要とされており、官民一体となって「働き方改革」や「生産性の向上」に取り組
みを進めて行く必要があります。
また、今年に入っても県内の建設業労働災害の発生状況は、死傷災害、死亡災害ともに増加傾向にあり、憂慮
すべき状況にあります。労働災害の撲滅に向けて、まず、墜落・転落災害の防止対策や熱中症対策など従来から

第56回 広島県建設業労働災害防止大会（呉大会）
大会スローガン みんなで確認 安全職場　みんなで守ろう 安全基準

開会宣言　濱井実行委員長（呉分会長） 檜山支部長の挨拶
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ある災害防止対策を徹底するとともに、メンタルヘルス対策や石綿のばく露防止など、新たな視点からの災害防
止対策も進めて行かなければなりません。
本大会を契機といたしまして、一層の安全衛生水準の向上に向けて関係
諸官庁並びに本部、会員の皆様と一丸となって取り組んでまいりたいと思
います。』と決意を語りかけました。
続いて、本大会開催地の呉市の新原市長より、呉市役所に併設された新
日本造機ホールで、「皆さんが力を合わせて災害を防止し、労働の安全を
図る」という大事な大会が開催されることへのお礼と「県内各地から皆様
にこの呉市にお集まりいただいたことは光栄で、市民を代表して心からの
歓迎申し上げます」とのことばをいただきました。そして、本大会が実り
多いものになりますようにとご挨拶をいただきました。
その後、労働災害防止のために、優秀な成績を収めた、会社、工事現場、
安全衛生活動に功労や功績のあった個人の方々の支部長表彰を行いました。

表彰の後、本大会を後援していただいている広島労働局の阿部局長より、表彰式において表彰を受けられた受
賞者にお祝いのことばをいただきました。
そして、建設業における死傷災害は、初めて400名を下回った平成21年以降ほぼ横ばい状態で、減少傾向とは
いいがたい状況であり、今年に入って８月末時点で昨年同期とほぼ同水準となっております。しかし、死亡者数
は４名で昨年の年間死亡者数を上回っており、今後の労働災害の増加が懸念されます。基本的な安全対策が取ら
れていない事案が見受けられ、「労働の現場で人が亡くなるということは、決してあってはならないことであり、
重く受け止める必要がある。」と労働災害防止の要請がありました。

会場風景 会場風景

受章者代表　謝辞受章者の皆様

優良賞（会社）代表 優良賞（工事現場）代表 功労賞代表

功績賞代表

「歓迎のことば」　新原呉市長
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さらに、「広島労働局といたしましては、今後とも建災防広島県支部の皆様と連携を図り、労働災害撲滅と誰
もが安全で健康に働くことができる社会づくりに向けて、共に歩みを進めてまいりたい。」と大会の祝辞をいた
だきました。

その後、来賓の方々のご祝辞をいただきました。いずれの方
も「近年、県内各所で豪雨などによる自然災害に対して、発生
直後から復興・復旧に多大な尽力をいただいていることに改め
て感謝するとともに、今後も災害時には地域の守り手となる建
設業に、引続き地域の社会資本整備の協力をお願いします」と
の要請があり、一方で「労働者不足の中、担い手確保、働き方
改革、生産性の向上等建設業が直面している課題に対して、行
政も対策等の支援を行っており、労働環境の整備を継続すると
ともに更なる労働災害防止活動の徹底をお願したい。」と建災
防、会員企業の災害防止活動の取組の強化を期待されていまし
た。
式典の終わ

りに、加藤副支部長（三次分会長）が「安全の誓い」を読み上
げ、増加傾向にある労働災害について、労働災害は必ず防ぐと
の強い決意で宣誓され、会場の盛大な拍手で参加者とともに誓
いの言葉を噛みしめました。
第二部は、芝浦工業大学建築学部建築学科で教授をされてい
る蟹澤宏剛講師による記念講演があり、『建設業の災害防止と
CCUS』と題して行われた講演では、建設業の大きな問題であ
り、かつ、一番大事な安全をどうするかと皆さんに関心がある
CCUSに、どのような関係があるかについてご講演いただきま
した。
講師が携わっている建災防に関連する社会的活動と海外の建
設現場の状況、死亡災害率やCCUSの普及について紹介等があり、建設業の2024年問題と考えられている時間外

労働や一人親方対策、日本のCCUSの加入状況等について説明
がありました。
その後、CCUSのメリットについて具体的に説明いただき、
今後、「建設技能者はキャリアアップシステムに登録しなけれ
ば、現場に出入りできない、しなければ働けない、匿名や偽名
では働けなくなる。CCUSは建設職人の証となり、加入してい
る組織も評価されなければならない、CCUSは優良な建設企業
の証としていかなければならない。
建設業の労働災害の抑制・防止にCCUS制度を活用して、
2024年問題の解決と建設産業の魅力向上のためには、安全性の
向上が直結するので活用していくことを関係者全体で推進して
行く必要がある。」

この様な講師の講演に参加者も熱心に聞き入り、あっという
間に時間が過ぎてしまいました。
最後に、俵副支部長（広島分会長）から、閉会のことばを述
べられ、記念講演の講師に対する感謝のことばとともに大会参
加のお礼を申し上げ、次年度は全国大会が広島大会として広島
市において開催が決定しており、開催の協力・支援と参加のお
願いがあり、無事、大会を終了することができました。
本大会は、新型コロナウイルス感染症禍、業務の大変忙しい
中、大勢の皆様にご参加をいただき、３年ぶりに現地開催する
ことができました。開催にあたり実行委員の皆様の準備・運営
のご協力を得て成功裏に終了しましたこと、改めて多くの関係
者の皆様に感謝とお礼を申し上げます。

阿部広島労働局長の祝辞

蟹澤宏剛講師の記念講演

「安全の誓い」　加藤副支部長（三次分会長）

「閉会のことば」　俵副支部長（広島分会長）
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優　良　賞（会社）（４社）
会　　社　　名 分　会　名

有限会社　フカガワ 三　原

樫木建設　株式会社 尾　道

有限会社　円仏組 三　次

佐古建設　株式会社 廿日市

功　労　賞（７名）
氏　　　名 所　属　事　業　場　名 分　会　名

森本　雄二 福井建設　株式会社 広　島

奥田伊知郎 五洋建設　株式会社　中国支店 広　島

鈴木　　悟 株式会社　竹中工務店　広島支店 広　島

岡田　欣也 鹿島建設　株式会社　中国支店 広　島

山口　　誠 株式会社　安藤・間　広島支店 広　島

三浦　卓治 広島電気工事　株式会社 三　原

山平　孝吉 株式会社　山平組 尾　道

功　績　賞（３名）
氏　　　名 所　属　事　業　場　名 分　会　名

兼氏　輝人 株式会社　増岡組　広島本店 広　島

真木　隆弘 株式会社　増岡組 呉

貞末　淳二 貞末建設　株式会社 三　次

優　良　賞（工事現場）（７工事作業所）
会　社　・　団　体　名 工　事　の　名　称 分　会　名

株式会社　共立 府中公民館等改築工事 広　島

株式会社　砂原組 ベバストジャパン株式会社第２工場新築工事 広　島

株式会社　栗本 （仮称）ヴェルディ海田寺迫新築工事 広　島

株式会社　竹中工務店　広島支店 広島銀行本店仮店舗解体工事 広　島

大之木・ケーシーエル
特定建設工事共同企業体

道の駅整備事業（仮称）道の駅西条
地域連携施設等設計施工一括工事（建築）

広　島

東亜建設工業　株式会社
西日本建築支店　広島営業所 （仮称）ヴェルディ楠木町二丁目弐番館新築工事 広　島

大之木建設　株式会社 （仮称）長浜産業㈱呉営業所新築工事 呉

令和４年度　支部長表彰受賞者



建災防広島　第３種郵便物認可　令和４年10月10日発行　第661号　　　　　　　　　　　（5）

 

 
 

 

 

（ 令 和 ４ 年 月 日 ま で は 、 円 で す ）

最低賃金に算入しない賃金

（１）精皆勤手当、通勤手当、家族手当

（２）時間外、休日及び深夜の割増賃金

（３）臨時に支払われる賃金及び か月を超える期間ごとに支払われる賃金

最 低 賃 金 改 定 の お 知 ら せ

広島県最低賃金は、県内の事業場で働くすべての労働者に適用されます。

・ 年齢、性別、雇用形態〔常用・臨時・パート・アルバイト等〕、支払形態〔月給・日給・時給等〕の別を問いません。

・ 派遣労働者については、派遣先の事業場に適用される地域別最低賃金又は特定（産業別）最低賃金が適用されます。

・ 最低賃金より低い賃金を労使合意の上で定めても、最低賃金法によって無効とされ、最低賃金額と同様の定めをした

ものとみなされます。

・ 特定の産業で働く労働者については、広島県最低賃金よりも高い特定産業別最低賃金が適用される場合がありま

す。広島県特定産業別最低賃金のうち、「広島県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器

具製造業最低賃金（時間額 円）」及び「広島県各種商品小売業最低賃金（時間額 円）」については、改

定されるまでの間、広島県最低賃金額を下回ることとなりますので、令和 年 月 日からは広島県最低賃金額

が適用されます。

賃金引上げに取り組む中小企業・小規模事業者の皆様へ

広島働き方改革推進支援センター 広島市中区鉄砲町 広島偕成ビル 階

【℡ 】 【 】

賃金規定の整備、賃金の引上げに向けた環境整備を支援します。

各種助成金があります。広島労働局 検索

・業務改善助成金【雇用環境・均等室 ℡ 】

・キャリアアップ助成金 ・人材確保等支援助成金【職業対策課 ℡ 】

広 島 労 働 局 賃 金 室 ℡

広 島 中 央 労 働 基 準 監 督 署 ℡ 尾 道 労 働 基 準 監 督 署 ℡

呉 労 働 基 準 監 督 署 ℡ 三 次 労 働 基 準 監 督 署 ℡

福 山 労 働 基 準 監 督 署 ℡ 広 島 北 労 働 基 準 監 督 署 ℡

三 原 労 働 基 準 監 督 署 ℡ 廿 日 市 労 働 基 準 監 督 署 ℡

広島県最低賃金は

令和４年 月 日 から

時 間 額 円です。

・年齢、性別、雇用形態〔常用・臨時・パート・アルバイト等〕、支払形態〔月給・日給・時給等〕の別を
問いません。

・派遣労働者については、派遣先の事業場に適用される地域別最低賃金又は特定（産業別）最低賃金が適用
されます。

・最低賃金より低い賃金を労使合意の上で定めても、最低賃金法によって無効とされ、最低賃金額と同様の
定めをしたものとみなされます。

・特定の産業で働く労働者については、広島県最低賃金よりも高い特定(産業別)最低賃金が適用される場合
があります。広島県特定(産業別)最低賃金のうち、「広島県電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業最低賃金（時間額924円）」及び「広島県各種商品小売業最低賃金（時間額903円）」
については、改定されるまでの間、広島県最低賃金額を下回ることとなりますので、令和４年10月１日
からは広島県最低賃金額が適用されます。
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主催：厚生労働省　　後援：広島県、広島市、広島弁護士会
協力：過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議
 過労死等防止対策推進シンポジウム広島実行委員会

毎
年
11
月
は
「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」
で
す
。

過
労
死
等
防
止
対
策

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

広 島 会 場

2022年11月7日（月）
14：00～16：15（受付13：30～）

日時

広島YMCA国際文化センター
本館Ｂ１Ｆ 国際文化ホール
(広島市中区八丁堀7-11）

会場

基調講演

「日本の職場における過重労働
　　　・ハラスメントの構造と課題」

NPO法人　POSSE代表　　今野 晴貴 氏

参加
無料
事前申込

働き過ぎやパワーハラスメント等の
労働問題によって多くの方の尊い命や心身の健康が
損なわれ、ますます深刻な社会問題となっています。
本シンポジウムでは有識者や過労死で亡くなられた方の
ご遺族にもご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、
防止対策について探ります。

過労死等防止対策推進シンポジウム 検索

過労死をゼロにし、
健康で充実して
働き続けることのできる社会へ

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を行い実施いたします。感染拡大の状況により、開催方法が変更になる場合や、参加者数を制限するなど、
規模を縮小して実施する場合があります。最新の情報は特設ホームページにてご確認ください。なお、参加には事前申し込みが必要です。

▼ 特設ホームページはこちら

二次元バーコードを
読み込んで下さい。
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令和３年・令和４年　全産業・建設業・署別労働災害発生状況（労働者死傷病報告による）
広島労働局（令和４年８月末）

署別
全　　産　　業 建　　設　　業

令和３年 令和４年
増減数

令和３年 令和４年 対前年
増減数

対前年
増減率
（％）

建設業
／全産
業（％）死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計

広島中央 680 680 3 1,022 1,025 345 47 47 2 77 79 32 68.1 7.7 
呉 1 216 217 1 442 443 226 21 21 24 24 3 14.3 5.4 

福　山 2 369 371 2 681 683 312 1 39 40 1 37 38 −2 −5.0 5.6 
三　原 92 92 1 243 244 152 6 6 14 14 8 133.3 5.7 
尾　道 130 130 1 169 170 40 14 14 9 9 −5 −35.7 5.3 
三　次  108 108 1 170 171 63 20 20 8 8 −12 −60.0 4.7 
広島北 265 265 4 417 421 156 35 35 34 34 −1 −2.9 8.1 
廿日市 1 199 200 2 362 364 164 22 22 1 34 35 13 59.1 9.6 
合　計 4 2,059 2,063 15 3,506 3,521 1,458 1 204 205 4 237 241 36 17.6 6.8 

令和３年・令和４年　建設業における事故の型別労働災害発生状況（労働者死傷病報告による）
 広島労働局（令和４年８月末）

事故の 
型別

墜落 
転落 転倒 激突 飛来 

落下
崩壊 
倒壊

激突 
され

はさま
れ・巻き
込まれ

切れ 
こすれ

踏み 
抜き

高温・低
温の物と
の接触

有害物
質との
接触

火災 感電 交通 
事故

動作の 
反動 その他 合計

令和
３年

（1） （1）
65 20 7 11 4 13 21 16 1 1 1 11 15 19 205

令和
４年

（2）（1） （1） （4）
55 23 13 18 4 11 23 19 1 3 1 1 5 11 53 241

　� （　　　）内は、死亡で内数

令和４年　建設業死亡災害発生状況 広島労働局（令和４年８月末）
№ 発生月 業　種 職　種 性別 年齢 経験 事故の型 起因物 災　害　発　生　状　況

１ １月 建設業
作業者
・

技能者
男 40代 ７年 転　倒 移動式

クレーン

移動式クレーン機能付きドラグ・ショベルで生コ
ンクリートを入れたホッパーを吊って、約２ｍ下
の型枠に生コンクリートを打設しようとしていた
ところ、ドラグ・ショベルが転倒し、運転者がキャ
ビンとコンクリート擁壁に挟まれた。

２ ４月 建設業
作業者
・

技能者
男 60代 １年

墜落
・
転落

屋根、はり、
もや、けた

工場屋根修理に伴い、箒などで土ぼこりを清掃し
ていた労働者が樹脂製波板とスレートの重ね合わ
せ（境界）部を踏み抜き墜落した。

３ ４月 建設業
作業者
・

技能者
男 60代 40年 交通事故 トラック

資材置き場の前（傾斜地）に３ｔダンプを止め、
エンジンを切って、車外に出た直後、当該ダンプ
が逸走し始め、それを止めようと被災者が運転席
に乗り込もうとしたところ、ダンプが壁に激突し
た衝撃で運転席とドアの間に被災者が挟まれた。

４ ４月 建設業
作業者
・

技能者
男 10代 １年

墜落
・
転落

建築物　
構築物

防音シートを足場の外側に張るため、建物最上部
の看板の天端（H鋼ウェブ上、幅約25cm、屋上
からの高さ約5.9ｍ）から垂らしたヒモに、防音
シート３枚を結び、引き上げていた際、看板の天
端から5.9ｍ下の屋上に転落した。
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新型コロナウイルスの感染拡大防止に関する行政からの取組要請があった場合は、
中止、または延期する場合があります、ご協力をお願いします。 建設業労働災害防止協会広島県支部

建設工事に従事する労働者の
　ための安全衛生教育
　「建設従事者教育」（６時間）
＊要請により、随時実施（支部）　作業主任者技能講習日程

足場の組立て等 実施場所 受付分会 コンクリート造の工作物の解体等 実施場所 受付分会 型枠支保工の組立て等 実施場所 受付分会
10月 17～18日 広島市 支部 11月17日～18日 広島市 支部 10月25日～26日 広島市 支部
11月 １～２日 福山市 福山 11月29日～30日 呉市 呉
12月 20～21日 広島市 支部 地山の掘削及び土止め支保工 実施場所 受付分会

10月12日～14日 広島市 支部
　特別教育日程

足場の組立て等 実施場所 受付分会 ロープ高所作業（学科のみ）実施場所 受付分会 石綿取扱い作業従事者 実施場所 受付分会
10月14日 福山市 福山 12月12日 広島市 支部 11月８日 広島市 支部
11月15日 尾道市 尾道
12月16日 広島市 支部 フルハーネス型安全帯使用作業 実施場所 受付分会

10月18日 三次市 三次
自由研削砥石取替え等業務 実施場所 受付分会 11月28日 広島市 支部

10月28日 呉市 呉 12月13日 呉市 呉
12月２日 福山市 福山

　特別教育に準じた教育日程
丸のこ等取扱い作業従事者 実施場所 受付分会 振動工具取扱作業従事者 実施場所 受付分会

10月17日 福山市 福山 10月25日 福山市 福山
11月８日 呉市 呉

　統括・職長等各種教育日程
職長･安全衛生責任者教育 実施場所 受付分会 斜面点検者教育 実施場所 受付分会 足場能力向上教育

足場点検実務者研修 実施場所 受付分会11月15～16日 広島市 広島 11月11日 呉市 呉
10月20日 呉市 呉

現場管理者統括管理 実施場所 受付分会 職長・安全衛生責任者
能 力 向 上 教 育 実施場所 受付分会

11月２日 広島市 支部
11月16日 呉市 呉
12月13日 福山市 福山 11月10日 福山市 福山 足場能力向上教育のみ 実施場所 受付分会

12月７日 広島市 支部 11月18日 福山市 福山
木建解体作業指揮者教育 実施場所 受付分会

11月17日 福山市 福山

令 和 ４ 年 度 講 習 計 画
（令和４年10月～12月末までの計画）

　建災防広島県支部（082）228－8250

広島分会（082）228‒8252　福山分会（084）924‒4320　尾道分会（0848）22‒8918　廿日市分会（0829）31‒0196
呉 分 会（0823）22‒6886　三原分会（0848）63‒9920　三次分会（0824）62‒4391　　

広 島 県 支 部 各 分 会

ホームページアドレス

　建 災 防 広 島 県 支 部　https : //www.ｊｃｏｓｈａ-ｈｉｒｏｓｈｉｍａ.ｊｐ/
　建災防広島県支部広島分会　https : //www.ｊｃｏｓｈａ-ｈｉｒｏｓｈｉｍａ.ｊｐ/hiroshimabunkai/
　建災防広島県支部福山分会　https : //jcosha-fukubun.org/
　建災防広島県支部三次分会　https : //ww7.enjoy.ne.jp/～khm62/

画令 和 ４ 年 度 登 録 講 計習
（令和４年11月～令和５年３月末までの計画）

　建築物石綿含有建材調査者講習（一般）
日　　程 実施場所 受付分会 日　　程 実施場所 受付分会 日　　程 実施場所 受付分会

12月13～ 14日 広島市 支部 ２月27～28日 広島市 支部 ３月６～７日 広島市 支部
※「建築物石綿含有建材調査者講習」の申込みの受付は、講習日の２ケ月前の当日からです。
　　詳細は建災防広島県支部のホームページにてご確認下さい。

＊詳細につきましては、支部及び各分会にお問い合わせください。
　なお、定数に満たない場合は中止、または、延期する場合があります。


